
9　計算のきまり 　　がつ　　にち なまえ

こたえ たし算・かけ算のきまり 基礎⑤
き そ

1 □にあてはまる数を書きましょう。

□＋○＝○＋□　　　38＋57＝57＋ 38

（□＋○）＋△＝□＋（○＋△）　（46＋75）＋25＝46＋（75＋ 25 ）

□×○＝○×□　　　25×36＝36× 25

（□×○）×△＝□×（○×△）　（17×25）×4＝17×（25× 4 ）

2 くふうして計算しましょう。

(1) 67＋48＋52＝ 167 (2) 36＋89＋64＝ 189

(3) 125＋78＋75＝ 278 (4) 19×25×4＝ 1900

(5) 8×37×125＝ 37000 (6) 25×13×8＝ 2600

(7) 4×59×25＝ 5900 (8) 50×23×2＝ 2300

(9) 193＋68＋7＋32＝ 300 (10) 5×7×2×9＝ 630

3 25×4＝100、125×8＝1000 を使って計算しましょう。

(1) 25×12＝ 300 (2) 25×36＝ 900

(3) 125×24＝ 3000 (4) 16×125＝ 2000

おうちの方へ

たし算とかけ算は、数のじゅん番を入れかえても（交かん）、どこから

先に計算しても（結合）、答えは同じです。きりのよい数をつくると計

算がらくになります。

②：167、189、278、1900、37000、2600、5900、2300、

300、630。③：25×4×3＝300、25×4×9＝900、125×8×3＝

3000、2×8×125＝2000。
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